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●今年のサンゴの産卵異常あり？ 

さて、今年も阿嘉島の海ではつぎつぎ 

とサンゴが産卵しています。アムスルで 

は、1O 年間以上にわたってサンゴの産卵 

調査を続けています。その結果、阿嘉島 

周辺のミドリイシサンゴは、どうやら満 

月の 3 日前から 7 日後のおよそ 1O 日間のう 

ちに産卵することがわかってきました。 

しかし、いまだに「今年は何月何日に産 

む」と予想することはむずかしく、世界 

中の誰も成功していません。前回のアム 

スルだより( N o . 4 9 )で、今年のミドリ 

イシの産卵は「6 月の満月の頃になる」と 

書きましたが、実際はどうだったのでし 

ょう。今回は、今年の 6～7 月にかけての 

サンゴの産卵についてくわしくお話しし 

ましょう。 

アムスルの産卵調査と阿嘉島、座間味 

島の皆さんの産卵情報を整理してみたと 

ころ、今牛の 6 月は、満月の 1 日前(6 月 5 

日)にヒズシとマエノハマで、満月の夜 

 

(6 日)にクシバル、ニシハマ、マジャノ 

ハマ、安慶名敷
あ げ な し く

島で、満月の 1 日後( 7 

日)に、マジャノハマと、座間味島の新 

田浜で少し、満月の 2 日後(8 日)に安室 

島と、新田浜で本格的に産卵しました。 

こうして、大半のミドリイシが、6 月中に 

産卵しました。 

ここで、「大半のミドリイシが」と書 

きましたが、実はいつもの年には 6 月に産 

卵してしまうクシハダミドリイシやコユ 

ビミドリイシの中に、この時には産卵せ 

ず、体の中に卵を持ったままの群体がい 

くつか残っていたのです。私たちは、 

「めずらしいこともあるものだな」と思 

い、7 月の満月前後に産卵するのだろうと 

考えていました。 

ところが、6 月 28 日の朝、「スリック 

ができてるよ」と、ダイビングショップ 

の人たちが、スリックの一部を持ってき 

ました。スリックというのは、たくさん 

のサンゴの卵が潮目
し お め

に集まってできるも 

のです。ですから、前日 27 日の夜に何か 

のサンゴがまとまって産卵したというこ 

とです。顕微鏡
けんびきょう

で見てみたら、確かに卵 

があり、その大きさや色から判断すると、 

どうやらミドリイシの卵のようです。し 

かし、6 月 27 日は、新月の 6 日後、7 月 

 

 



●阿嘉新港での定点観測 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の満月の 9 日前に当たります。ここ 1、2 年 

の調査で、新月前後に産卵するミドリイ 

シもいくつかいることがわかっていたの 

ですが、種類は少なく、スリックができ 

るほどたくさんの卵を産むとは思えませ 

ん。「ひょっとしたら」と思い、海の中 

でまだ卵が残っているクシハダミドリイ 

シやコユビミドリイシ、そしてオヤユビ 

ミドリイシを探し出し、28 日の夜に観察 

したところ、それらがその夜、一斉に産 

卵したのです。結局、27 日に産卵したサ 

ンゴの種類は、わからずじまいでしたが、 

いつもは満月前後に産むサンゴでも、そ 

れ以外の期間に産むこともあることが今 

年初めて分かりました。 

このような今年の異常(？)な産卵で、 

ますます産卵日の予想は難しくなりまし 

たが、ある夜に一斉に産卵するサンゴは、 

そのタイミングを合わせるための仕組み 

をもっているに違いありません。なんと 

かその仕組みを解き明かしたいものです。 

最後になりましたが、産卵やスリック 

の情報をいただいた多くの皆さん、本当 

にありがとうございました。7、8 月もほ 

かの種類のサンゴが卵を産みます(7 月 7、 

8 日に、マジャノハマでコモンサンゴが産 

卵しました)。8 月に産卵するミドリイシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もいますので、これからも情報をよろし 

くお願いします。 

 

●阿嘉島の海より 

-おかげさまで 50 号を迎えました- 

上のグラフのとおり、6 月から気温はど 

んどん上がり、寝苦しい毎日が続いていま 

すが、みなさんいかがお過ごしですか？ 

さて、アムルスだよりは 1993 年 5 月に 

創刊号を発行して以来、2 ヶ月に 1 号のぺ 

一スで、阿嘉島の海にすんでいる生き物や、 

阿嘉島の気温・水温の変化や、研究所の活 

動内容などを紹介してきました。そして、 

今回で、ついに 50 号を迎えることができ 

ました。この約 8 年間、阿嘉島の皆さんを 

はじめ、座間味村の皆さんのご協力や励ま 

しのおかげで、ここまで号を重ねることが 

できました。本当にありがとうございまし 

た。阿嘉島の海にはまだまだいろんな生き 

物がたくさんすんでいます。これからも皆 

さんからの「この生き物ってなあに？」と 

か、「港に不思議な生き物がいる」とか、 

「この生き物について知りたい」という質 

問や情報をお待ちしております。そして、 

これからも皆さんにとって親しみやすく、 

わかりやすい阿嘉島の海からのお便りをお 

届けしたいと思います。 


